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第28回 土・水研究会「温暖化緩和策と土・水圏の物質循環研究の接点」

農環研の研究成果が農林水産研究成果10大トピックスに

第28回土・水研究会「温暖化緩和策と土・水圏の物
質循環研究の接点」が2月23日につくば農林ホール
に於いて開催され、212名の参加がありました。
近年、農業分野から排出される3種類の温室効果ガ

ス（二酸化炭素、一酸化二窒素：N2O、メタン）を削
減するために様々な緩和策が提案され、農業環境技術
研究所でもメカニズムの解明や有効性の定量的な評
価法などの研究が重点的に実施されています。本研究
会は、緩和策による温室効果ガスの発生抑制を他の環
境影響、例えば水質汚染などを引き起こすことなく実
現するためには、土・水圏の物質循環研究と連携する
ことが重要であろうとの考えから、その方向を探りた
いという趣旨で行われました。
農環研からは、秋山博子主任研究員が施肥由来の
N2Oの発生に関して硝化抑制剤などの有効性やIPCC
の排出係数の改訂などについて、南川和則研究員が地
下水へ溶脱した窒素からのN2Oの間接発生のメカニ
ズムと定量法について、須藤重人主任研究員が水と有
機物管理によるメタン抑制と生産性の維持について、
さらに白戸康人主任研究員が有機物投入による農地土
壌への炭素蓄積に関する世界の動向、日本の政策、日
本の研究の動向について紹介しました。また、中央農

業総合研究センターの太田健氏からは土壌環境基礎
調査基準点調査に基づいた有機物の長期連用による
土壌炭素蓄積に関する解析結果について、岡山大学の
前田守弘氏からは、堆肥を長期連用した際の硝酸性窒
素溶脱の長期観測結果やそのモデル化について、最
後に、茨城大学の小松﨑将一氏からカバークロップに
よる炭素貯留の効果と生産性の向上、N2O発生とのオ
フセット等についてお話しいただきました。どの講演
も大変興味深い内容で、議論も活発に行われました。
総合討論では、硝化抑制剤や緩効性肥料による施肥
効率向上の可能性についてや、堆肥の利用に関して、
温暖化緩和のみでなく土作りや生産性の観点からの総
合的な検討が必要であると議論されました。
 （物質循環研究領域長　新藤 純子）

2010年12月16日、農林水産省農林水産技術会議
から「2010年農林水産研究成果10大トピックス」の
発表があり、農業環境技術研究所の研究成果から、「土
壌洗浄法によるカドミウム汚染水田の実用的浄化技術
を確立―低コストで水田土壌のカドミウムを除去―」
が第9位に選ばれました。
汚染水田に水と塩化鉄を入れてカドミウムを溶出さ
せ、汚染排水を処理することでカドミウムを除去する
方法で、栽培米に含まれるカドミウム濃度を、無処理
の場合と比較して、70～90％程度低下させることが
できます。現行の対策である客土と同等以下の費用で
実施でき、採土による環境影響がなく農地土壌の生産
性への影響も少ないのが特長です。（前々号の農環研
ニュースNo.88を参照）
「2010年農林水産研究成果10大トピックス」は、

農業技術クラブ（農業関係専門紙・誌など29社加盟）
の協力により、この1年間に報道された農林水産研究
の成果から、研究開発の内容に優れ、社会的関心が高
いと考えられる成果10件を選定したものです。

 （広報情報室長　廉沢 敏弘）
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